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次世代ソーラーシステム《そよ風》 

設計・工事 説明書（そよルーフ編） 

 

本書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い方を示しております。 

本書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 

本書は(株)吉岡が監修した、エコテクノルーフと施工上異なる部分について中心的に記載してお

ります。必ず、エコテクノルーフの記述頁を参照し、適宜置き換えて施工してください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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工事される方へのお願い 
 

 

・この設計・工事説明書の記載内容を外れた設置が原因で生じた故障及び損傷は、保証期間内でも有

料修理となります。 

・工事終了後、この設計・工事説明書に基づいて設置されていることを再確認してください。 

 「試運転」と「お客様への説明」をおこなってください。 

・工事終了後、保証書に必要事項を記入し、必ずお客様にお渡しください。 
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安全のために 
ここでは、《そよルーフ》を設計・施工する際に、注意していただきたいことを記載しております。 

《そよルーフ》を設計・施工する前に必ずお読み下さい。 

注意マークの説明 

マーク 名称 意味 

 

禁止 行なってはいけない内容を告げるマークです 

 

感電注意 感電のおそれのある内容を告げるマークです。 

 

分解禁止 分解してはいけない内容を告げるマークです。 

 

指示 必ずすることを告げるマークです。 

注意事項 

マーク 注意事項 

  
ぬれた手で《そよルーフ》やパワーコンディショナーに触らないで

ください。 

感電や故障の原因となるおそれがあります。 

  

洗剤やシンナーを使っての清掃は行わないでください。 

そよルーフの清掃は乾いた布もしくは固く絞った布で軽く拭きとる

程度にしてください。感電、故障、塗装面の劣化の原因となるおそ

れがあります。 

  パワーコンディショナーなど、電気部品を分解、修理、改造を行わ

ないで下さい。 

感電、故障、誤作動の原因となるおそれがあります。 
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マーク 注意事項 

  
パワーコンディショナーやそよルーフ製品に水をかけたり、物や体

をぶつけないでください。故障、火災、感電の原因となるおそれが

あります。 

 

表示された電源電圧＜交流 100 ボルト＞以外の電圧で使用しない

で下さい。火災、感電の原因となるおそれがあります。 

 

万一機器から煙が出ている、変な臭いや音がするなどの異常状態の

まま使用すると、火災、感電の原因となるおそれがあります。すぐ

にシステムのブレーカを切るか機器本体の電源スイッチを切り、必

ず電源プラグをコンセントから抜いてください。異常状態が治まる

のを確認し、修理を依頼してください。 

 

万一機器内部に水や異物などが入った場合には、すぐにシステムの

ブレーカを切るか機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグ

をコンセントから抜いて環境創機へ連絡し、修理・点検を依頼して

ください。そのまま使用すると火災、感電の原因となるおそれがあ

ります。 

 

電源コードやＣＵ電源ケーブルの断線、芯線の露出などコードが傷

んだ場合には、環境創機へ連絡し、修理を依頼して下さい。そのま

ま使用すると火災、感電の原因となるおそれがあります。 

 

パワーコンディショナー・パワーコンディショナーの電源は必ず専

用回路により電源供給してください。 

 

パワーコンディショナーは、必ずアースに接続してください。漏電

により火災、感電の原因となるおそれがあります。 

 

パワーコンディショナーの通風口をふさがないでください。通風口

をふさぐと内部に熱がこもり、火災や故障の原因となるおそれがあ

ります。 

 

制御盤本体に電池を装着する場合、極性表示に注意し取扱説明書に

従って装着してください。極性を間違えると電池の破裂、液漏れに

よる火災・怪我、周囲を汚損するおそれがあります。 

 

電池は、加熱したり、分解したり、火の中に入れないでください。 

電池の破裂、液漏れによる火災、怪我の原因となるおそれがありま

す。 
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マーク 注意事項 

  塗装や装飾をしないでください。故障、火災の原因となるおそれが

あります。 

  油煙や湯気を当てないようにしてください。故障の原因となるおそ

れがあります。 

  
《そよ風》《そよルーフ》の設置後は、引渡し前であっても、なるべ

く《そよ風》の電源を入れて取入運転をさせてください。 

集熱温度が高温になり、故障するおそれがなくなります。 

  
取入ダクトが露出して設置されている場合、強い力を加えたり穴を

開けるなどの行為は避けてください。 

破損の原因となるほか、怪我などをするおそれがあります。 

  

積雪地に設置する場合は、屋根を積雪に耐えられるような構造と

し、集熱チャンバーやそよ風ユニットにかかる荷重を耐えられる

よう、補強をするか又はそれに代わる処置を講じてください。 

 

塩害地に設置する場合は、塩害に対応する緊結金物を使用してく

ださい。 

 

屋根等で作業する場合、必ず安全防護具を着用してください。 

 
屋根等への引き揚げ作業時には必ず安全対策を施してください。 

 

 

凍結防止が必要な場合は、配管の保温工事を行なってください。 
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マーク 注意事項 

 

ホルムアルデヒドによる室内空気汚染への対策として、集熱空気

が接する部分に使用する材料を次のとおりとしてください。 

a) 建築基準法施行令第２０条の７第１項第１号に規定する第一

種ホルムアルデヒド発散建築材料又は同項第２号に規定する

第二種ホルムアルデヒド発散建築材料若しくは第三種ホルム

アルデヒド発散建築材料のいずれにも該当しないものである

こと。 

b) 同条第４項に基づく国土交通大臣の認定を受けたものである

こと。 

 

《そよルーフ》を施工するために使用するシーリング材等の施工

材料は、厚生労働省「室内空気汚染に係るガイドライン」におけ

る13物質を使用していない材料、又は使用量、放散量が少ない

材料を選択する必要があります。 
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《そよルーフ》施工前の確認事項 
 

■経済産業省の設備認定並びに電力会社の系統連系申請 

《そよルーフ》は屋根葺き材ですが太陽光発電機能を持っています。太陽光発電設備は電力系統と接続する（系

統連系をする）ためには、手続きが必要となります。手続きには、①固定価格買取制度を利用するための経済産

業省への設備認定申請手続きと②電力系統と系統連系を行うための電力会社への系統連系申請手続きが必要とな

ります。※地方自治体などの補助金申請を行う場合には別途地方自治体などへの補助金の申請手続きが必要です。 

固定価格買取制度の利用のためには、工務店等で経済産業省の太陽光発電設備の設備認定を施工の前に取得す

る必要があります。併せて、電力会社への系統連系の申請を行い受理されていることも必要になります。設備認

定並びに系統連系の申請が受理されていることを工務店等でご確認ください。申請手続きが正しく行われていな

い場合に予期せぬ手続きや費用が発生することもありますのでご注意ください。 

また、《そよルーフ》設置工事並びに系統連系が完了後、１ヶ月以内に設置報告、その後毎年１回年次報告を

行うことが義務付けられています。この報告を怠ると認定が取り消しになる恐れがありますので注意が必要です。

この報告は原則施主様が行うものです。ご報告は経済産業省資源エネルギー庁のホームページから手続きを行う

ようお願いいたします。 

＜経済産業省 資源エネルギー庁 なっとく再生可能エネルギー＞ 

電気ＩＤ研修はシステム会社の指定に基づいて行ってください。 

 

■屋根下地仕様の指定 

《そよルーフ》を施工するにあたり、次の屋根仕様は保証条件です。 

①野地板は構造用合板２級以上で厚さ１２ｍｍ以上、又は杉板で厚さ１５mm 以上または同等品を使用してくださ

い。 

②ルーフィングは次のいずれかを使用してください。 

・透湿ルーフィング（タイベックルーフライナー又はルーフラミテクトＲＸ） 

③軒先に軒先唐草並びに屋根材を取り付けてください。屋根材は、軒先部の止水性とルーフィングの保護を目的

として取付けますが、流れ方向の長さは軒先から《そよルーフ》をスタートする場合は３００ｍｍ以上確保、

裾葺きの後途中から《そよルーフ》をスタートする場合はアルミ桟の下端から水上方向に２００ｍｍ以上確保

して、屋根材の上端はルーフィングを１００ｍｍ以上重ねて止水テープで止水を確保してください。 

 

工事店の責任において、上記の工事が行われていることをエコテクノルーフの施工前に確認してください。 

保証条件ですので、確認できない場合には施工しないでください。 

 

＜10年保証について＞   

《そよルーフ》は、電池パネル供給メーカーである(株)吉岡から止水保証 10 年が付きます。保証の詳細は(株)

吉岡発行の資料を参照願います。 
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設計編 
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そよルーフの部材と寸法図 

太陽光発電モジュール 
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集熱モジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法図 
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採熱板 

寸法図 
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アルミ桟 
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その他の部材 
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各種モジュールの仕様 

 

発電モジュール 
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集熱モジュール 

 製品名 そよルーフ発電モジュール 

 雪止め 雪止め有り 

 表面材料 強化ガラス ３．２ｍｍ 

 フレーム材料 アルミニウム アルマイト仕上げ 

 働き寸法 幅 1365 × 長さ 700 

 採熱板寸法 
幅 300 × 長さ 630 × 高さ 27  

(モジュール１枚当たり採熱板を４枚使用) 

 重量 11 kg 

 屋根の適用勾配 2/10 ～ 10/10 

 積雪対応条件 2.5m 以下 
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《そよルーフ》アルミ桟Ⅱ型の連結基準 

 

発電モジュール及び集熱モジュールの割付（段数）に応じて、下表のようにアルミ桟を連結します。 
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《そよルーフ》納まり参考図 

軒先納まり図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケラバ側納まり参考図 
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棟納まり参考図（流れ方向断面） 
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棟周り平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

設
計
編 
集
熱
モ
ジ
ュ
ー
ル
下
部
採
熱
板
割
付
図 

 

26 

集熱モジュール下部採熱板割付図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

施
工
編 

集
熱
モ
ジ
ュ
ー
ル
下
部
採
熱
板
割
付
図 

27 

施工編 
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《そよルーフ》設置工事前の準備 

準備品リスト（環境創機供給品以外） 
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モジュール施工前の準備 

ルーフィング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板金納まり図（軒先スタートの場合） 
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墨出し工事 

ここでは軒先から《そよルーフ》をスタートする場合の方法を説明します。 
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アルミ桟Ⅱ型の取付工事 

アルミ桟Ⅱ型の取付 
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軒先部品Ⅱ型の取付工事 
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モジュールの取付工事 
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採熱板及び集熱モジュールの取付 

                       採熱板の割付図の配線スペースにケーブルを 

                       テープでしっかり固定します。 

                       （ケーブルはアルミ桟の内側から３３３ｍｍの 

                        位置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       採熱板を取り付ける際は、ビス穴のルーフィング 

                       接触部分に両面の防水ブチルテープを貼付して下 

                       さい。 

                       採熱板取り付け後、電池モジュールと同様の方法 

                       で集熱モジュールを取り付けて下さい。 

 

 

 

≒３３３ 
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アース線の取付工事 

集熱モジュール取り付け後、アース線を取り付けます。 
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集熱パネル上部下地工事 

設計編の納まり参考図をご参照ください。 

棟シール板の取付 

                       ルーフィングの保護のため、棟シール板を取り 

                       付けます。取り付けに当たっては、野地板にビス 

                       を効かせるため、全ネジのコーススレッドを 

                       ご使用下さい。 

 

 

 

 

 

通気タルキの取付 

                       下図のレイアウトで通気タルキ９０×３０、 

                       ４０×３０を取り付けます。 
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ケラバ側の通気タルキの小口には、気密部材を貼

り付けます。 

また、ケラバ側通気タルキとルーフィングの間に、 

気密確保のためのコーキングを施します。 

 

 

 

 

 

 

ケラバ側の９０☓３０mm の木材は、アルミ桟の

小口と芯合わせでしっかりと押しつけて設置しま

す。 

 

 

 

 

 

通気タルキ頭ツナギの取り付け 

 

 

頭ツナギを取り付けるための、通気タルキの寸法

を出します。 

 

 

 

 

 

 

 

通気タルキを切りそろえる墨をつけます。 
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通気タルキを切りそろえます。 

 

 

 

 

 

 

 

通気タルキに頭ツナギを取り付けます。 

 

 

 

 

 

ケーブル配線用の穴あけ 

 

 

断熱材で、棟部を塞ぐ前に、ケーブル配線用の穴

開け加工を行います。 
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引き込みケーブル、アース線室内取込工事 
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集熱チャンバーの取り付け 

 

頭ツナギを取り付けたら、集熱チャンバーを取り

付けます。 

(集熱チャンバーには事前に、パッキンを取り付け

ておきます) 

 

 

 

 

 

 

頭ツナギに集熱チャンバーを押し付けながら、ビ

ス止めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集熱チャンバー同士の接続部には、アルミテープ

をかけて気密を確保します。 
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ｔ＝１５合板の取付 

下図のようにｔ＝１５の合板を設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棟部品Ⅱ型の取り付け 

棟部品Ⅱ型（金物）を集熱パネル水上部分に取り 

付けます。 

取付は棟部品１本について両端と中央の３か所で 

３ｍｍ程度の鉄工ドリルでした穴をあけて取り付 

けます。 
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棟まわり断熱材の取付工事 

納まり図に基づいてフェノールフォーム系断熱材 

（ネオマフォーム、フェノバボード等）を敷き込

む下地を作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

フェノールフォーム系断熱材（ネオマフォーム、

フェノバボード等)を取り付けます。 

 

耐熱温度の低いフォームポリスチレン（スタイロ

フォーム、カネライト等）は使用できません。 

 

 

 

 

棟部品とフェノール系断熱材の間に片面接着の防

水テープを貼り、棟部品まわりからの空気漏れを

防ぎます。 

断熱材設置後南側集熱面の野地板を貼り、棟部品

Ⅱ型の取り合い部に捨て唐草を装着したところで

煙試験を実施します。 
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ケラバ部の施工例 

＜ケラバ役物を先端まで伸ばして鏡板を取付けて納める場合の納め方の例＞    

①下地材を取付けます。                 ②ルーフィングを張ります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ケラバ包みを被せて、軒先に鏡板を取付けて納めます。  ④３ｍｍドリルで下穴を開け、ケラバ部品Ⅱ

型を取付けます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ケラバ部品Ⅱ型をなべドリルタッピングビスで留めます。 ⑥ケラバ部品取付完了 

   

ケラバ部品Ⅱ型の留め方 

   ①水下側から順番にビス留めしてください。 

   ②ケラバ部品とケラバ部品の間は約２ｍｍ隙間を開けて取り付けて下さい。 

ケラバ部品の適正取付確認の為、報告写真必要です。 

約 2mm 隙間を開けて下さい。 

鏡板 
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＜軒先ケラバ部に軒先両端部品Ⅱ型１０５を使用して納める例＞ 

  ①軒先に軒先両端部品Ⅱ型１０５を取付けます。       ②下地材を取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③捨て谷水切を取付けます。                ④側面に屋根材を取付、ケラバ包みを被せ

て取り付けます。             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

  ⑤ケラバ部品の取付け方は、前述と同じです。 

 

 

 

 

 

 

屋根材の高さに応じてキャップの下部を切り

落してください。 

捨て谷水切り 

屋根材 

ケラバ包み 

軒先両端部品Ⅱ型１０５ 軒先両端部品Ⅱ型１０５ 
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ケラバ側納まり参考図１（株式会社吉岡補償外工事） 

  ＜ケラバ側に約 100mm の余裕がある場合の施工例＞ 

 

 

  ＜ケラバ側の余りが多い場合の施工例＞ 

 

 

  ＜ケラバ側に金属屋根材を施工する例＞ 
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ケラバ側納まり参考図２（株式会社吉岡補償外工事） 

  ＜ケラバ側に化粧スレートを施工する例＞ 

 

   ＜ケラバ側に瓦を施工する例＞ 
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１０年保証について 

《そよルーフ》は、モジュール製造メーカーである株式会社吉岡より止水保証 10 年が付きます。止水保証の

詳細は次のとおりです。 

１．止水保証の対象範囲：モジュール（ETR01SY、ETR01SN、ETR01HY、ETR01HN）、シースルーモジュール（ETR01GY0、

ETR01GN0）並びにその付属部品を使用して施工した両端のアルミ桟より内側、棟部品よりも軒先側の範囲とする。

（添付図参照） 

２．止水保証の内容：《そよルーフ》の止水性能に関して、降雨や降雪等により、1項で定める範囲から屋内へ漏

水が発生しないことを施工完了日から 10 年間保証する。ただし、1項で定める範囲外からの漏水は保証範囲外と

する。また、指定付属部品を使用しなかった場合並びに標準施工工事を行わなかったことに起因する場合を除く。 

３．補償：設計マニュアル、施工マニアル、ＩＤ研修会の説明に従って施工ＩＤ取得者の管理の下に正しく施工

し、正常に使用されたＥＴＲにもかかわらず、前項の止水保証に関わる屋根部から雨水浸入が発生した場合の損

害を補償する。 

また、無償にて《そよルーフ》及び周辺屋根材の補修又は交換を行う。補修または交換品の保証期間は、当初の

保証期間の残存期間とする。 

４．免責条件：次の免責事項に該当する場合は、如何なる場合においても本書による保証の対象外とし、当社は、

責任を負わない。 

①システム会社及び当社の了解なく行ったシステム構成機器及び《そよルーフ》周辺屋根材に関する点検・修理・

移設若しくは改造に起因する場合、又はシステム構成機器及び周辺屋根材の構造、性能若しくは品質に影響を及

ぼす甲又は乙が関与しない住宅の増改築及び補修に起因する瑕疵の場合。 

②入居者又は第三者の故意過失により発生した瑕疵の場合。 

③通常の使用方法と異なる使用・管理等に起因するもの、システム構成機器及び周辺屋根材の用途・使用・条件・

環境を超えて使用したことに起因するもの。 

④システム構成機器及び周辺屋根材の性能や構造、強度に影響を及ぼさない経年変化又は通常使用による自然劣

化（自然の消耗、振動、錆、傷、汚れ、カビ、藻等）。但し、著しい劣化を除く。 

⑤建物自体の変形や変位、内部結露又は下地材の腐食などに起因する場合。 

⑥天災地変（地震、台風、噴火、洪水、津波、落雷、誘電雷、異常積雪及び異常低温による凍結など）に起因す

る場合、又は地盤変動、土砂崩れ等周辺環境の変化に起因する場合。 

⑦戦争、暴動、火災、爆発等偶然かつ外来の事故。 

⑧お客様が採用された材料、部品、機器、設備工事方法等で、乙が事前に承諾していないものに起因する場合。 

⑨公害に起因する場合。及び温泉等に起因する場合。海水が直接製品にかかる、又は海水飛沫がかかったことに

起因する場合。 

⑩お客様がシステム構成機器を購入時に実用化された技術では、予防する事が不可能な現象。 

⑪その他システムメーカー、弊社、又は工事店の責めに帰する事が出来ない事由による場合。 
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５．有償修理：保証期間中でも次の場合は、有料修理とする。 

①保証書の提示がない場合 

②使用上の誤り、又は不当な修理や改造による故障や損傷 

③消耗品が損耗し取替えを要する場合 

④4項の免責事項に該当する場合で、お客様が弊社に修理を要望された場合 

６．権利の移転：本保証は、日本国内において販売され、使用される《そよルーフ》について有効であり、設置

場所に変更がない限り製品が譲渡されても保証は適用される。但し、保証書も譲渡されているものとする。 
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